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	自由論題1：行政
	村上裕一（北海道大学）「原子力行政機関の独立性を評価する」
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	山谷清志（同志社大学）「行政統制と評価の再検討－比較政策評価論から」
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	共通論題1：価値判断のあり方 – No value, no evaluation-
	佐々木亮（国際開発センター）価値判断のあり方 – No value, no evaluation-


	Jane Davidson (Real Evaluation) “The critical role of values and evaluative reasoning in actionable evaluation.”
	Takara TSUZAKI (Western Michigan University) “Value Judgment in Changing Time: from value judgment to development”
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	Ryo SASAKI (International Development Center of Japan) “Short history of “Value” Trunk at Alkin’s Evaluation Tree”
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	小野田由実子（法政大学大学院）、新藤健太（日本社会事業大学）、磯谷悠子（東北医科薬科大学病院）、大島巌（東北福祉大学）「社会課題解決のための変革プログラムに取り組む実施主体の効果的組織発展に資する評価情報提供のあり方：CD-TEP法を用いた事業評価の経験から」
	新藤健太（日本社会事業大学）、西岡正次（A’ワーク創造館（大阪地域職業訓練センター））、小田川華子、池本修悟（ユニバーサル志縁センター）、小野田由実子（法政大学大学院）、大山早紀子（川崎医療福祉大学）、大島巌（東北福祉大学）「生活困窮者等の効果的な就労支援のための効果モデルの検討～プログラム理論の組織計画に注目して～」
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	今田克司（CSOネットワーク／ブルーマーブルジャパン）「趣旨説明：社会的インパクト評価の概念整理」
	平田みずほ（新生銀行）「インパクト投融資におけるインパクト測定・マネジメント（IMM）の進化と現在地」
	小笠原由佳（社会変革推進財団）「休眠預金等活用事業における社会的インパクト評価の実際と課題」
	大澤望（インパクト・マネジメント・ラボ）、新藤健太（日本社会事業大学）「社会的インパクト・マネジメントにおける社会的インパクト評価の機能」

	共通論題4：科学技術評価のこれまでとこれから：日本の評価学への期待
	白川展之（新潟大学）科学技術分科会発足記念セッション　科学技術評価のこれまでとこれから：日本の評価学への期待
	塩満典子（山口東京理科大学）「科学技術と評価～体験的研究評価論～」
	黒河昭雄（神奈川県立保健福祉大学）「科学技術イノベーション政策とEBPM」
	齊藤貴浩（大阪大学）「大学評価と研究評価：日本の大学の対応」
	白川展之（新潟大学）「日本評価学会科学技術評価分科会が目指すもの」

	共通論題5：発展的評価の可能性と価値共創主体としての評価者の役割
	千葉直紀（ブルーマーブルジャパン）発展的評価の可能性と価値共創主体としての評価者の役割
	中谷美南子（評価コンサルタント）「発展的評価(DE)から見た評価者の役割と実践

（概論）」


	小澤伊久美（国際基督教大学）「発展的評価から見た評価者の役割と実践（教育分野において）」
	清水潤子（武蔵野大学）「発展的評価とコレクティブ・インパクト―共通基盤と課題整理の試み―」
	今田克司（CSOネットワーク）、松村幸裕子（共奏学舎）「価値共創主体としての評価者に求められる役割〜『A Developmental Evaluation Companion』から〜」

	シンポジウム：社会的課題解決のイノベーションに有効な形成的評価のあり方

～活用される評価へのアプローチ


	贄川信幸（日本社会事業大学）社会的課題解決のイノベーションに有効な形成的評価のあり方 
～活用される評価へのアプローチ 


	共通論題6：政策形成・評価の在り方に関する改革の動向～「役に立つ」評価を目指して～
	北岸英敏（総務省）政策形成・評価の在り方に関する改革の動向～「役に立つ」評価を目指して～
	辻寛起（総務省）「政府における政策形成・評価をめぐる議論の最新動向」
	菊池明宏（総務省）「政府におけるEBPM推進の取組～EBPMの実証的共同研究を中心に」

	ラウンドテーブル1：学校評価を問い直す－多様な支援者からみた学校づくりの実際をふまえて－
	小澤伊久美（国際基督教大学）学校評価を問い直す－多様な支援者からみた学校づくりの実際をふまえて－

	自由論題3：評価手法
	竹丸草子（長岡造形大学大学院）、新藤健太（日本社会事業大学）「福祉事業所でのアーティストワークショップにおけるMSC手法の試み」
	本田正美（関東学院大学）「特定個人情報保護評価における「評価」とは」
	田中博（参加型評価センター）「参加型・質的評価手法MSC（モスト・シグニフィカント・チェンジ）による演劇ワークショップ評価の試み」
	赤澤直樹（広島大学大学院）「インパクト理論におけるEquivocalityの考察」

	共通論題7：自治体評価における評価の活用－評価の活用における制度の重要性－
	窪田好男（京都府立大学）自治体評価における評価の活用－評価の活用における制度の重要性－
	田中啓（静岡文化芸術大学）「評価の利用につながる制度化のあり方：自治体の評価制度をめぐる論点の整理」
	小野達也（鳥取大学）「業績測定による評価における活用―測定結果は活用するに足りるのか―」
	佐藤徹（高崎経済大学）「地方自治体における政策評価とEBPMの一体的推進に関する考察」
	小島卓弥（NTTデータ経営研究所）「地方自治体における行政評価制度の現状とこれから」

	自由論題4：教育・国際
	牟田博光、橋本和明、山田祐美子、結城貴子（国際開発センター）「「教育協力政策の評価」の評価手法」
	橋本昭彦（日本女子大学）「公立小中学校における学校評価の実施環境と評価ニーズの調査とその結果～学校評価のカスタマイズ手法の開発（２）」
	石田健一「インフラ開発事業の環境社会配慮モニタリングにおける可能性－地域の人たちによる学習を見据えて」
	髙橋眞美（元早稲田大学大学院）「持続性の評価の研究」

	ラウンドテーブル2：日本評価学会「評価倫理ガイドライン」の利用及び改定に関する会員意見交換会
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